
いちのせき市民活動センターでは、コ

ミュニケーションアプリ「ＬＩＮＥ」の「トーク」

機能内で使用できるオリジナルスタンプ

第２弾の販売を開始しました。ＬＩＮＥ内

のスタンプショップまたはＬＩＮＥ STOREか

ら購入可能です。右記

QRコードまたはURLから

販売サイトへアクセス

できます。詳しくは下記

まで。

ideaideaideaideaニュースレター「イデア」

2023.５
ＮＰＯ・地域・企業・行政の情報発信により、

「アイデア」 と 「であい」 の機会を創ります。
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おしらせ

まちの写真展 スタッフがまちの１コマを切り取ります。

作品名 「趣味が高じて……」
旧町村別の人口動態等を共有します。

一

関

市

萩

荘

の

「

農

業

商

社

加

賀

長

商

店

」

。

農

業

関

連

の

商

品

が

並

ぶ

店

内

に

、

な

ぜ

か

昭

和

レ

ト

ロ

な

グ

ッ

ズ

が

。

昭

和

の

ア

イ

テ

ム

が

大

好

き

な

店

主

の

奥

様

が

、

既

製

品

の

「

ひ

ら

が

な

ブ

ロ

ッ

ク

」

に

キ

ー

ホ

ル

ダ

ー

の

チ

ェ

ー

ン

を

付

け

た

オ

リ

ジ

ナ

ル

雑

貨

(

３

０

０

円

～

)

で

、

隠

れ

た

人

気

商

品

で

す

。

千厩町磐清水の地域協働体「磐清水

自治協議会」では、令和５年２月に指定

管理を受託している「一関市磐清水市

民センター」のFacebookページを開設し、

市民センターだよりなどの情報を発信し

ています。また、同ページ内には、地域

協働体「磐清水自治協議会」のグルー

プを作り、磐清水自治協議会の活動や

事業等についての情報も発信中。下記

QRコードからもご覧いただけます。

会員のマジックの修練と、市内外の

イベントでマジックを披露し、子どもも

大人も楽しんで心豊かになっていくこ

とを目的に活動している「一関マジッ

クの会」では、一緒に“マジックでまち

を盛り上げる”仲間を募集しています。

詳しくは下記までお問合せください。

今年で開催10周年を迎える 「イチ

コレ」こと「いちのせき市民モデルコレ

クション」。市民モデルが自由な表現

を楽しむコンテスト部門「イチコレ第４

回コンテスト」の参加者を募集中です。

エントリーを検討中の方に向けた事

前説明会(６月３日)も開催します。詳

しくは下記までお問合せください。

「ふじさわ朝市２０２３」

12月まで開催

イベ

ント

一関市磐清水市民センター

（磐清水自治協議会)

Facebookページ開設

情報

『野草料理のかんたんレシピ』

配布中

情報

募集
いちのせき市民活動センター

オリジナル（公式)

｢LINEスタンプ第２弾｣

情報

前月比世帯数前月比人口

-6024426-42454135一関

-14705-7812026花泉

01279-143242川崎

-144095-729843千厩

34913-6811950大東

42280-215898東山

-91775-424377室根

-22777-457116藤沢

前月比一関市全体一関市全体一関市全体一関市全体

-764108587人口

-7946250世帯数

943出生数

2023年４４４４月月月月１１１１日日日日付

(2023年３月31日現在

住民基本台帳より)

※外国人登録者含む

一関マジックの会

会員募集

問合問合問合問合：０１９１-５３-２８５０

(一関市磐清水市民センター内)

定例活動日時定例活動日時定例活動日時定例活動日時：毎月第３土曜日

午後１４時～１６時

※変更になる場合あり

例会会場例会会場例会会場例会会場：一関市山目市民センター

活動内容活動内容活動内容活動内容：各種イベント出演、福祉施

設などへの慰問等

会費会費会費会費：３,０００円/年

問合問合問合問合：０９０-８１７８-２３７６

（事務局・小山）

「ふじさわ朝市の会」が主催する「ふ

じさわ朝市2023」を下記日程で開催

します。「つなげる・つながる・楽しむ」

がテーマの朝市で、生産者こだわりの

商品が集結！季節に応じた野菜や果

物、豆腐、コーヒー等のほか、雑貨の

販売もあります。詳しくは下記まで。

「イチコレ第４回コンテスト」

エントリー募集中

募集

ＵＲＬＵＲＬＵＲＬＵＲＬ：https://store.line.me/

stickershop/product/22501754/ja

※「LINE STORE」内で「里山自治会の仲間

たち２」で検索しても表示されます。

問合問合問合問合：０１９１-２６-６４００

（いちのせき市民活動センター)

１｜二言三言｜ 一関修紅高等学校男子バレーボール部高橋昇禎監督・石川愛礼選手(後編)

３｜団体紹介｜ いちのせき語り部の会

５｜地域紹介｜ 中新集落公民館（花泉）

７｜企業紹介｜ 株式会社 山忠(室根)

８｜博識杜のフクロウ博士｜ 地域運営の落とし穴㉞ 農村RMOと地域協働体

９｜センターの自由研究｜ 末裔調査ファイル№４「千葉土佐」

今月の表紙

「資源・エネルギー循環型まちづくり」を目指す一関市では、 木質チップ

製造事業を重点プロジェクトの一つとして掲げています。当市にはチップ

製造を行う事業所が６社あり、「エネルギー・木質資源・お金を市内で循環

させる」一助を担っています(写真は「企業紹介」で紹介する室根町・株式

会社 山忠の工場内。注文や在庫状況に応じて、丸太を“皮むき”してから

各製材工程に進みます)。

建部清庵の偉業を顕彰しながら、山野

草などを使った地域経済の発展等を目

的に活動している「清庵の里」では、山野

草の様々な活用を研究してきた「清庵

Cafe」で蓄積してきたレシピを『野草料理

のかんたんレシピ』にまとめました(300部

発行)。 清庵が著した「備荒草木図」の

野草図とともに、身の回りに植生する野

草を紹介しながら、料理の作り方を掲載

しています。同冊子は、市内各所で配布

しているほか、希望があればお渡しするこ

ともできます。詳しくは下記まで。

冊子名冊子名冊子名冊子名：『野草料理のかんたんレシピ』

発行者発行者発行者発行者：清庵の里・清庵Cafe

問合問合問合問合：０８０-６５３３-９３２８

（事務局・須藤)

開催日時開催日時開催日時開催日時：２０２３年４月から１２月

第１日曜日 ９時～１２時

※今後の開催日は６月４日、７月２日、８月６日、

９月３日、１０月１日、１１月５日、１２月３日

場所場所場所場所：カンブン藤沢店 第３駐車場

(一関市藤沢町藤沢字早道)

販売品目販売品目販売品目販売品目：農産物、果物、加工品、花

卉類、魚介類、手芸用品、特産品 等

問合問合問合問合：０１９１ｰ６３ｰ５５８８（事務局・伊東)

開催日時開催日時開催日時開催日時：２０２３年９月２４日(日)

１０時３０分～１５時３０分

(うち、コンテスト部門は１時間程度)

場所場所場所場所：なのはなプラザ２階 特設会場

募集組数募集組数募集組数募集組数：先着２０組(年齢、性別、

居住地、経験等不問)

問合問合問合問合：０１９１-２６-６４００

（いちのせき市民活動センター)

◀磐清水

市民センター

磐清水

自治協議会▶



地域の「気になる人」を対談でご紹介

一関修紅高等学校 男子バレーボール部 高橋昇禎監督
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味

と

か

、

感

謝

の

気

持

ち

と

か

、

３

年

か

け

て

自

然

と

で

き

る

よ

う

に

な

る

。

愛

礼

な

ん

て

、

春

高

で

テ

レ

ビ

や

新

聞

の

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

に

か

な

り

応

え

た

の

で

、

本

当

に

立

派

に

な

り

ま

し

た

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

３

年

間

で

内

面

が

何

か

変

わ

っ

た

な

と

思

い

ま

す

か

？

愛

礼

愛

礼

愛

礼

愛

礼

謙

虚

に

な

り

ま

し

た

。

高

橋

高

橋

高

橋

高

橋

愛

礼

の

場

合

、

中

学

生

の

時

に

日

の

丸

を

背

負

っ

て

い

た

の

で

、

と

が

っ

て

た

ん

で

す

よ

。

何

で

俺

が

試

合

で

使

わ

れ

な

い

の

、

っ

て

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

修

紅

に

入

学

す

る

時

に

は

出

れ

な

い

覚

悟

は

し

て

な

か

っ

た

？

愛

礼

愛

礼

愛

礼

愛

礼

「

す

ぐ

出

て

や

る

」

っ

て

気

持

ち

だ

っ

た

ん

で

す

け

ど

、

通

用

し

な

く

て

、

焦

っ

た

時

期

も

あ

り

ま

す

。

高

橋

高

橋

高

橋

高

橋

し

て

や

っ

た

り

で

す

よ

ね

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

戦

略

の

も

と

で

す

か

？

高

橋

高

橋

高

橋

高

橋

計

画

的

挫

折

で

す

(

笑

)

だ

っ

て

こ

れ

か

ら

も

挫

折

が

あ

る

じ

ゃ

な

い

で

す

か

。

大

学

行

っ

て

も

、

全

日

本

レ

ベ

ル

の

選

手

ば

か

り

の

中

で

、

乗

り

越

え

な

き

ゃ

い

け

な

い

。

全

日

本

入

っ

た

ら

終

わ

り

じ

ゃ

な

い

し

、

愛

礼

は

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

ま

で

行

か

な

き

ゃ

い

け

な

い

し

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

仕

事

の

世

界

で

も

挫

折

は

つ

き

も

の

で

す

か

ら

ね

。

高

橋

高

橋

高

橋

高

橋

今

、

学

校

は

「

挫

折

し

な

い

よ

う

に

、

さ

せ

な

い

よ

う

に

…
…

」

と

い

う

流

れ

で

す

け

ど

、

生

き

て

い

く

た

め

に

は

挫

折

の

経

験

も

必

要

。

人

間

関

係

も

そ

う

で

、

強

く

な

る

た

め

に

は

エ

ゴ

を

出

し

あ

っ

て

、

そ

れ

で

も

ま

と

ま

る

の

が

仲

間

。

本

当

に

心

が

許

せ

る

ヤ

ツ

は

チ

ー

ム

に

２

～

３

人

で

良

い

ん

で

す

よ

。

そ

ん

な

話

も

し

て

い

る

つ

も

り

で

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

そ

う

い

う

指

導

者

の

考

え

方

も

重

要

で

す

よ

ね

。

高

橋

高

橋

高

橋

高

橋

指

導

者

自

身

が

ブ

ラ

ッ

シ

ュ

ア

ッ

プ

し

て

い

か

な

く

て

は

な

ら

な

い

で

す

よ

ね

。

だ

か

ら

私

た

ち

も

月

１

回

は

ス

タ

ッ

フ

ミ

ー

テ

ィ

ン

グ

し

ま

す

し

、

春

高

の

あ

と

の

反

省

会

に

は

３

日

か

け

ま

し

た

。

私

は

修

紅

バ

レ

ー

部

か

ら

指

導

者

も

輩

出

し

た

く

て

。

指

導

者

っ

て

、

勝

た

な

き

ゃ

い

け

な

い

と

い

う

思

い

が

強

す

ぎ

る

と

、

「

テ

ィ

ー

チ

ン

グ

」

に

な

る

傾

向

が

あ

る

け

ど

、

本

来

は

本

人

た

ち

に

考

え

さ

せ

た

り

選

ば

せ

る

「

コ

ー

チ

ン

グ

」

が

必

要

だ

と

感

じ

て

い

ま

す

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

こ

れ

か

ら

部

活

動

の

地

域

移

行

が

進

む

中

で

、

指

導

者

の

人

材

確

保

や

育

成

は

急

務

で

す

よ

ね

。

高

橋

高

橋

高

橋

高

橋

あ

る

意

味

で

部

活

動

の

地

域

移

行

は

チ

ャ

ン

ス

で

も

あ

る

ん

で

す

。

実

は

「

修

紅

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

教

室

」

と

し

て

中

学

生

を

対

象

に

バ

レ

ー

教

室

を

週

に

１

回

や

っ

て

た

ん

で

す

。

私

や

生

徒

た

ち

が

教

え

る

こ

と

で

、

中

学

生

を

伸

ば

す

こ

と

が

で

き

る

し

、

修

紅

の

雰

囲

気

を

わ

か

っ

た

上

で

入

部

に

つ

な

が

る

こ

と

も

あ

る

し

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

愛

礼

君

も

Ｖ

リ

ー

ガ

ー

引

退

後

は

指

導

者

を

視

野

に

？

愛

礼

愛

礼

愛

礼

愛

礼

そ

う

で

す

ね

。

地

元

に

帰

っ

て

来

て

修

紅

を

強

く

し

た

い

と

い

う

気

持

ち

は

あ

り

ま

す

。

高

橋

高

橋

高

橋

高

橋

岩

手

は

ま

だ

部

活

含

め

ス

ポ

ー

ツ

は

タ

ダ

で

す

る

も

の

だ

っ

て

思

っ

て

る

世

代

が

多

く

て

。

で

も

、

今

後

は

指

導

者

に

イ

ン

セ

ン

テ

ィ

ブ

が

発

生

し

、

そ

の

対

価

と

し

て

責

任

も

っ

て

勉

強

し

な

が

ら

教

え

て

い

く

っ

て

い

う

機

運

に

な

ら

な

い

と

指

導

者

も

伸

び

て

い

き

ま

せ

ん

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

地

域

の

ス

ポ

ー

ツ

環

境

の

在

り

方

っ

て

い

う

の

は

、

本

当

に

問

題

提

起

し

な

き

ゃ

い

け

な

い

時

期

だ

と

思

っ

て

ま

す

。

修

紅

バ

レ

ー

部

は

日

本

一

を

目

指

す

環

境

に

あ

る

中

で

、

そ

の

背

後

に

あ

る

ま

ち

自

体

が

変

わ

っ

て

い

か

な

い

と

、

修

紅

バ

レ

ー

部

も

伸

び

て

い

か

な

い

し

、

一

関

の

中

学

生

に

も

そ

う

い

う

意

識

を

持

た

せ

て

お

か

な

い

と

、

せ

っ

か

く

市

内

に

日

本

一

を

目

指

せ

る

高

校

が

あ

っ

て

も

、

つ

い

て

い

け

な

い

わ

け

で

…

。

高

橋

高

橋

高

橋

高

橋

我

々

も

市

民

の

み

な

さ

ん

に

関

心

を

持

っ

て

も

ら

え

る

よ

う

に

な

ら

な

き

ゃ

な

ら

な

い

し

、

関

心

持

っ

て

欲

し

い

で

す

し

。

修

紅

だ

け

で

彼

ら

を

育

て

る

わ

け

じ

ゃ

な

く

、

一

関

市

と

し

て

彼

ら

を

育

て

て

い

く

っ

て

い

う

こ

と

を

、

一

関

市

の

誇

り

の

よ

う

に

感

じ

て

も

ら

え

た

ら

、

こ

の

子

た

ち

が

勝

っ

た

ら

嬉

し

い

と

思

う

ん

で

す

よ

ね

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

嬉

し

か

っ

た

で

す

よ

。

ま

し

て

や

私

立

で

あ

り

な

が

ら

、

ち

ゃ

ん

と

校

名

に

「

一

関

」

が

入

っ

て

い

る

わ

け

で

す

か

ら

。

高

橋

高

橋

高

橋

高

橋

他

県

で

活

躍

す

る

子

も

い

ま

す

け

ど

、

や

っ

ぱ

り

高

校

く

ら

い

ま

で

は

地

元

・

県

内

に

い

て

欲

し

い

。

岩

渕

麗

楽

選

手

は

練

習

環

境

は

別

だ

っ

た

に

せ

よ

、

地

元

高

校

に

在

籍

し

て

い

た

か

ら

あ

れ

だ

け

応

援

さ

れ

た

。

だ

か

ら

私

は

そ

の

環

境

を

作

り

た

い

。

愛

礼

は

岩

手

に

残

っ

た

か

ら

、

絶

対

に

応

援

さ

れ

ま

す

よ

。

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

小

野

寺

愛

礼

君

、

修

紅

の

バ

レ

ー

部

に

入

っ

て

良

か

っ

た

？

愛

礼

愛

礼

愛

礼

愛

礼

は

い

、

他

の

高

校

の

よ

う

な

エ

ー

ス

バ

レ

ー

だ

っ

た

ら

や

っ

て

て

も

楽

し

く

な

い

ん

で

。

僕

は

３

年

間

電

車

で

通

い

ま

し

た

が

、

一

関

で

部

員

と

ご

飯

を

食

べ

た

り

、

一

関

で

の

高

校

生

活

も

楽

し

み

ま

し

た

よ

(

笑

)

※

こ

ぼ

れ

話

は

Ｈ

Ｐ

に

て

！

２

/ 108,587

二言

三言

※

１

※２ スポーツ庁が取り組む「運動部活動改革」の１つで、まずは休日の運動部活動について、令和５年度から７年度末までの３年間を目途に地域移行

(部活動を学校単位から地域単位の取組にする)することが基本とされた。地域単位の取組みの受け皿として、総合型地域スポーツクラブやスポーツ少年団、

クラブチーム、民間事業者、フィットネスクラブ、大学等が想定され、それらの整備・体制づくりが求められている。

※１ 「第75回全日本バレーボール高等学校選手権大会」にて、ベスト８をかけた３回戦まで進出し、岩手県勢初のベスト16入りとなったことで、

複数のメディアに取り上げられた(前編参照)。

※

２

令和４年度キャプテン(セッター) 石川愛礼選手

×××× いちのせき市民活動センター センター長小野寺浩樹

一

関

修

紅

高

等

学

校

一
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等

学
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一
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紅
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等

学
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一
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等

学
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男

子

男

子

男

子

男
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バ

レ
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h
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「日本一」を目指すための環境を整えて「日本一」を目指すための環境を整えて「日本一」を目指すための環境を整えて「日本一」を目指すための環境を整えて

～バレーボールをツールに～バレーボールをツールに～バレーボールをツールに～バレーボールをツールに【【【【後編後編後編後編】】】】～～～～

・

・

(

笑

)

【高橋昇禎監督】不来方高校、亜細亜大学で活躍後、

東レアローズに入団。平成13年に現役を引退すると

指導者に転身、亜細亜大学の監督を経て、平成19年

より一関修紅高等学校男子バレーボール部の監督へ。

【石川愛礼選手(取材当時３年生)】奥州市江刺愛宕

出身、金ヶ崎中学校卒業。令和元年度全日本中学生

バレーボール選抜(男女各12人)にもセッターで選ば

れた。身長178㎝。 ※現在は日本体育大学に進学

背番号１番が石川愛礼選手
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一関市山目字沢内18-２ (代表・佐藤軍治)

TEL：0191-25-4125

写真：『おらほの昔かだり』出版記念事業での集

合写真(平成23年)

ら

ん

の

は

な

し

」

を

披

露

。

永

畠

さ

ん

は

、

「

毎

月

、

昔

ば

な

し

を

持

ち

寄

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

自

分

の

知

ら

な

い

昔

ば

な

し

を

知

る

こ

と

が

で

き

る

。

会

員

に

よ

っ

て

表

現

や

話

し

方

が

異

な

り

、

そ

の

場

で

し

か

伝

わ

ら

な

い

ニ

ュ

ア

ン

ス

が

楽

し

い

」

と

話

し

ま

す

。

同

会

で

は

、

平

成

23

年

に

『

い

ち

の

せ

き

の

伝

説

・

昔

話

お

ら

ほ

の

昔

か

だ

り

第

１

集

』

、

平

成

28

年

に

は

「

ご

近

所

支

え

合

い

活

動

助

成

金

」

を

活

用

し

、

同

第

２

集

を

発

刊

し

ま

し

た

。

一

関

地

域

に

伝

わ

る

昔

ば

な

し

を

方

言

に

翻

訳

し

、

各

本

に

は

約

25

話

ほ

ど

が

収

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

佐

藤

さ

ん

は

、

「

本

に

す

る

こ

と

に

よ

り

、

語

り

部

と

は

ま

た

違

っ

た

方

法

で

当

地

域

の

方

言

を

知

る

こ

と

が

で

き

る

。

第

１

集

、

第

２

集

に

載

せ

き

れ

な

か

っ

た

一

関

地

域

の

伝

説

・

昔

ば

な

し

が

ま

だ

あ

る

た

め

、

第

３

集

も

つ

く

り

た

い

」

と

今

後

の

目

標

を

に

こ

や

か

に

語

り

ま

す

。

佐

藤

さ

ん

が

「

今

で

も

印

象

に

残

っ

て

い

る

」

と

い

う

の

が

、

「

骨

寺

村

荘

園

交

流

館

(

若

神

子

亭

)

」

を

訪

れ

て

い

た

県

外

の

大

学

生

た

ち

に

語

り

部

を

し

た

際

の

出

来

事

で

す

。

最

初

は

何

を

言

っ

て

い

る

か

分

か

ら

ず

、

つ

ま

ら

な

さ

そ

う

な

様

子

で

昔

ば

な

し

を

聞

い

て

い

た

大

学

生

た

ち

で

し

た

が

、

佐

藤

さ

ん

が

話

す

方

言

と

表

現

力

で

、

徐

々

に

昔

ば

な

し

に

聞

き

入

っ

て

い

き

、

最

後

は

笑

顔

を

こ

ぼ

し

な

が

ら

楽

し

ん

で

い

た

の

だ

と

か

！

佐

藤

さ

ん

は

、

「

あ

の

時

の

快

感

を

今

も

忘

れ

る

こ

と

が

で

き

ず

、

私

に

と

っ

て

の

原

動

力

に

も

な

っ

て

い

る

。

関

東

か

ら

訪

れ

て

い

た

団

体

に

語

り

部

を

し

た

時

に

は

、

悲

し

い

お

話

で

は

な

い

の

に

、

泣

き

な

が

ら

話

に

耳

を

傾

け

る

人

が

い

た

。

昔

ば

な

し

の

底

辺

に

流

れ

る

『

人

間

の

や

さ

し

さ

』

が

そ

の

人

の

心

に

届

い

た

ん

だ

ろ

う

」

と

、

昔

ば

な

し

が

心

に

響

い

た

瞬

間

を

振

り

返

り

ま

す

。

図

書

館

や

小

学

校

、

地

域

の

サ

ロ

ン

、

老

人

福

祉

施

設

等

に

行

き

、

語

り

部

の

活

動

を

活

発

に

行

っ

て

い

た

同

会

で

し

た

が

、

コ

ロ

ナ

禍

で

は

自

粛

や

中

止

が

相

次

ぎ

ま

し

た

。

ま

た

、

長

年

交

流

を

持

ち

続

け

て

い

る

「

花

泉

語

り

部

の

会

『

い

ず

み

の

里

』

」

と

の

研

修

交

流

会

や

、

昔

ば

な

し

や

民

話

な

ど

が

発

祥

さ

れ

た

地

を

訪

問

す

る

「

歴

史

探

訪

の

旅

」

も

令

和

１

～

４

年

度

は

中

止

に

。

佐

藤

さ

ん

は

、

「

少

し

ず

つ

コ

ロ

ナ

禍

前

の

生

活

に

戻

り

つ

つ

あ

る

。

声

が

か

か

れ

ば

、

ど

こ

に

で

も

語

り

部

に

行

き

ま

す

し

、

他

地

域

の

語

り

部

の

団

体

と

も

交

流

を

持

っ

て

い

き

た

い

」

と

今

後

へ

の

意

欲

を

見

せ

ま

す

。

一

関

地

域

に

伝

わ

る

民

話

・

伝

説

・

昔

ば

な

し

を

後

世

に

残

し

た

い

と

い

う

思

い

か

ら

結

成

し

た

同

会

は

、

結

成

か

ら

19

年

目

を

迎

え

ま

す

。

語

り

部

を

通

し

、

懐

か

し

さ

や

楽

し

さ

と

と

も

に

、

先

人

の

暮

ら

し

や

歴

史

な

ど

を

伝

え

て

き

た

同

会

は

、

こ

れ

か

ら

も

一

話

一

話

を

大

切

に

語

っ

て

い

き

な

が

ら

、

「

地

域

の

宝

(

＝

お

話

)

」

を

語

り

継

い

で

い

き

ま

す

。

永畠睦子永畠睦子永畠睦子永畠睦子さんさんさんさん

平成29年に同会へ入会。

自分の住む地域の方言

が好きで、「そのまま

でいたい」と話します。

同会にとって頼れる存

在です。

佐藤軍治佐藤軍治佐藤軍治佐藤軍治さんさんさんさん

「聞き上手になって。

面白くないときでも手

を叩いて」という決ま

り文句で前置きをして

から語り部を始めるの

が佐藤さんの流儀です。

平

成

15

年

、

中

里

公

民

館

(

当

時

)

で

開

催

さ

れ

た

「

民

話

・

昔

話

語

り

部

養

成

講

座

」

。

そ

の

受

講

者

11

人

で

結

成

し

た

の

が

一

関

地

域

の

方

言

に

よ

る

語

り

部

活

動

を

行

っ

て

い

る

「

い

ち

の

せ

き

語

り

部

の

会

」

で

す

。

「

当

時

私

は

公

民

館

長

を

務

め

て

お

り

、

『

こ

の

地

域

に

は

多

く

の

民

話

・

伝

説

・

昔

ば

な

し

が

語

り

継

が

れ

て

き

た

が

、

そ

れ

が

途

絶

え

か

け

て

き

て

い

る

の

で

は

』

と

感

じ

た

の

を

き

っ

か

け

に

、

公

民

館

事

業

の

中

で

同

講

座

を

企

画

し

ま

し

た

」

と

語

る

の

は

、

結

成

当

時

か

ら

の

唯

一

の

会

員

で

あ

り

、

同

会

５

代

目

代

表

の

佐

藤

軍

治

さ

ん

で

す

。

自

身

も

同

講

座

を

受

講

し

、

方

言

を

交

え

な

が

ら

表

現

豊

か

に

語

ら

れ

る

昔

ば

な

し

に

魅

了

さ

れ

、

ま

た

、

学

ん

だ

こ

と

を

地

域

に

還

元

し

て

い

き

た

い

と

い

う

思

い

か

ら

同

会

結

成

へ

と

踏

み

切

っ

た

と

言

い

ま

す

。

多

い

と

き

は

15

人

ほ

ど

の

会

員

が

い

た

同

会

も

、

近

年

は

会

員

の

高

齢

化

な

ど

で

会

員

数

が

減

少

。

佐

藤

さ

ん

は

、

「

現

在

の

会

員

の

中

に

は

、

家

族

の

介

護

や

運

転

免

許

証

の

返

納

で

交

通

手

段

が

な

い

な

ど

の

理

由

で

や

む

を

得

ず

会

の

活

動

を

休

む

人

も

い

る

。

休

ん

だ

人

に

は

、

そ

の

日

の

資

料

な

ど

を

送

付

し

、

会

の

近

況

を

共

有

し

な

が

ら

会

員

と

の

つ

な

が

り

が

途

絶

え

な

い

よ

う

に

し

て

い

る

」

と

、

会

員

全

員

が

集

ま

れ

る

日

を

心

待

ち

に

し

て

い

る

様

子

で

し

た

。

一

関

市

中

里

市

民

セ

ン

タ

ー

を

会

場

に

、

毎

月

第

２

金

曜

日

に

行

わ

れ

て

い

る

定

例

研

修

会

で

は

、

「

昔

ば

な

し

の

発

表

」

と

い

う

の

が

あ

り

ま

す

。

こ

れ

は

、

一

関

地

域

だ

け

で

な

く

他

地

域

の

昔

ば

な

し

を

会

員

が

順

番

に

持

ち

寄

っ

て

披

露

し

、

次

回

以

降

の

研

修

会

で

、

一

関

地

域

の

方

言

に

「

翻

訳

」

し

て

い

く

な

ど

、

会

員

の

技

量

向

上

の

一

助

に

な

っ

て

い

る

ほ

か

、

新

た

な

昔

ば

な

し

の

開

拓

に

も

つ

な

げ

て

い

ま

す

。

取

材

に

お

邪

魔

し

た

日

は

、

副

代

表

の

福

西

享

子

さ

ん

が

「

節

分

の

鬼

」

、

同

副

代

表

の

永

畠

睦

子

さ

ん

が

「

す

ず

３４

団体

紹介

いちのせきいちのせきいちのせきいちのせき語語語語りりりり部部部部のののの会会会会

平成16年５月結成。毎月第２金曜日の定

例研修会のほか、一関地域に伝わる昔ばな

しの収集や当地域の方言への翻訳、小学校、

老人福祉施設等を訪問するボランティア活

動などにも取り組む(コロナ禍でボラン

ティア活動は自粛中)。現在の会員は９名。

一

関

一

関

一

関

一

関

地

域

地

域

地

域

地

域

のののの

昔昔昔昔

ば

な

し

を

ば

な

し

を

ば

な

し

を

ば

な

し

を

、、、、

方

言

方

言

方

言

方

言

でででで

語語語語

りりりり

継継継継

ぐぐぐぐ

消

え

ゆ

く

「

昔

ば

な

し

」

を

後

世

に

残

す

た

め

に

- Photo gallery -gallery -

ごごごご

依

頼

依

頼

依

頼

依

頼

、、、、

承承承承

り

ま

す

り

ま

す

り

ま

す

り

ま

す

！！！！

こ

れ

ま

で

多

く

の

場

所

で

語

り

部

を

披

露

し

て

き

た

同

会

。

写

真

は

平

成

29

年

に

「

シ

ニ

ア

・

フ

ェ

ス

タ

２

０

１

６

」

に

参

加

し

た

際

の

様

子

。

毎

月

開

催

毎

月

開

催

毎

月

開

催

毎

月

開

催

のののの

定

例

研

修

会

定

例

研

修

会

定

例

研

修

会

定

例

研

修

会

会

員

が

輪

番

で

持

ち

寄

る

昔

ば

な

し

を

楽

し

み

な

が

ら

、

技

量

向

上

に

つ

な

げ

て

い

ま

す

。

研

修

会

後

の

お

茶

会

も

楽

し

み

の

一

つ

で

す

。

本本本本

のののの

出

版

出

版

出

版

出

版

をををを

記

念

記

念

記

念

記

念

し

て

し

て

し

て

し

て

出

版

記

念

事

業

と

し

て

、

市

内

外

で

活

動

す

る

語

り

部

団

体

を

集

め

、

各

団

体

の

語

り

部

を

聞

く

機

会

を

設

け

ま

し

た

(

平

成

23

年

の

様

子

)

。

『『『『

お

ら

ほ

の

お

ら

ほ

の

お

ら

ほ

の

お

ら

ほ

の

昔昔昔昔

か

だ

り

か

だ

り

か

だ

り

か

だ

り

』』』』

一

関

地

域

の

伝

説

や

昔

ば

な

し

な

ど

を

方

言

に

し

て

本

に

ま

と

め

ま

し

た

。

本

は

市

立

図

書

館

で

借

り

る

こ

と

が

で

き

ま

す

。

Ｑ.あなたにとって語り部とは？

代表代表代表代表 副代表副代表副代表副代表

いちのせき語り部の会

心

打

つ

情

緒

豊

か

な

表

現

さとう ぐんじ ながはた むつこ

Ａ.語り継ぐ 心のふるさと
Ａ.語るよろこび 返ってくる笑顔

「

収

集

」

と

「

翻

訳

」

そ

し

て

「

記

録

」



若

い

世

代

に

依

頼

は

し

て

い

た

も

の

の

「

元

気

な

集

落

で

は

こ

う

し

た

役

職

の

若

い

人

た

ち

の

集

落

事

業

へ

の

巻

き

込

み

方

が

上

手

い

こ

と

に

気

づ

い

た

」

と

言

い

ま

す

。

そ

こ

で

、

こ

れ

ま

で

は

役

員

中

心

に

行

っ

て

い

た

地

区

民

運

動

会

等

の

選

手

選

考

会

に

同

役

職

な

ど

の

「

現

役

世

代

」

を

投

入

。

す

る

と

、

従

来

よ

り

も

若

い

選

手

が

増

え

、

行

事

後

の

「

反

省

会

」

に

も

変

化

が

。

選

手

と

し

て

参

加

し

た

若

い

世

代

も

反

省

会

に

加

わ

る

よ

う

に

な

っ

た

た

め

、

子

連

れ

で

参

加

す

る

世

帯

が

い

た

り

、

反

省

会

で

の

交

流

に

よ

っ

て

、

さ

ら

な

る

地

域

人

材

の

把

握

に

つ

な

が

り

始

め

ま

し

た

。

「

若

い

人

た

ち

も

様

々

な

活

動

を

し

て

い

る

が

、

我

々

中

高

年

世

代

に

は

そ

の

情

報

が

伝

わ

っ

て

こ

な

い

。

若

い

人

た

ち

を

知

ら

な

い

た

め

に

、

取

り

込

め

て

い

な

か

っ

た

だ

け

」

と

、

小

林

さ

ん

。

令

和

４

年

度

集

落

公

民

館

長

の

岩

渕

修

さ

ん

は

「

自

分

も

そ

う

で

し

た

が

、

Ｐ

Ｔ

Ａ

を

引

退

す

る

と

、

次

の

世

代

の

こ

と

が

わ

か

ら

な

く

な

る

。

若

い

世

代

を

『

回

す

』

こ

と

が

で

き

る

と

、

飲

食

の

場

に

参

加

す

る

人

も

増

え

、

良

い

ス

パ

イ

ラ

ル

に

な

る

」

と

、

振

り

返

り

、

令

和

５

年

度

か

ら

集

落

公

民

館

長

に

な

っ

た

鈴

木

郁

也

さ

ん

は

「

飲

食

が

伴

う

場

で

『

そ

ろ

そ

ろ

だ

ぞ

』

と

声

を

か

け

て

お

く

こ

と

は

大

事

。

私

も

10

年

以

上

前

か

ら

言

わ

れ

続

け

て

き

た

」

と

、

笑

顔

を

見

せ

ま

す

。

東

日

本

大

震

災

に

よ

っ

て

、

そ

れ

ま

で

使

用

し

て

い

た

集

会

所

が

使

用

で

き

な

く

な

り

、

集

会

所

を

持

た

ず

に

活

動

を

続

け

て

い

た

同

集

落

。

そ

れ

以

前

か

ら

老

朽

化

し

た

集

会

所

の

新

設

を

求

め

る

声

が

度

々

出

て

い

た

も

の

の

、

賛

成

者

が

少

な

く

、

具

体

化

す

る

こ

と

は

あ

り

ま

せ

ん

で

し

た

。

し

か

し

、

若

い

人

が

若

い

人

を

呼

ぶ

「

好

循

環

」

が

生

じ

る

よ

う

に

な

っ

た

こ

と

で

、

「

自

分

た

ち

の

タ

イ

ミ

ン

グ

で

集

ま

る

こ

と

が

で

き

る

場

所

が

欲

し

い

」

と

い

う

声

が

増

え

て

き

ま

し

た

。

令

和

４

年

度

の

総

会

で

「

公

民

館

建

設

調

査

委

員

会

」

の

発

足

が

可

決

さ

れ

る

と

、

公

民

館

役

員

の

ほ

か

、

区

長

や

Ｐ

Ｔ

Ａ

な

ど

で

検

討

を

重

ね

ま

す

。

令

和

５

年

２

月

に

は

住

民

ア

ン

ケ

ー

ト

を

実

施

し

、

回

答

者

の

７

割

が

「

必

要

」

と

回

答

。

令

和

５

年

度

総

会

で

「

公

民

館

建

設

委

員

会

」

の

設

置

に

了

承

を

得

た

の

で

、

具

体

的

な

検

討

に

入

り

ま

す

。

「

先

の

こ

と

を

考

え

、

後

世

に

負

の

遺

産

を

残

す

の

で

は

と

い

う

声

も

あ

る

が

、

逆

に

寄

付

す

る

準

備

を

し

て

い

る

と

い

う

人

も

い

る

。

飲

食

の

場

を

大

事

に

し

て

い

く

た

め

に

は

、

気

兼

ね

な

く

使

え

る

場

所

は

必

要

」

と

、

役

員

経

験

者

た

ち

は

、

口

を

揃

え

ま

す

。

「

飲

み

に

ケ

ー

シ

ョ

ン

」

が

功

を

奏

し

、

当

面

は

役

員

交

代

も

円

滑

に

進

む

見

通

し

が

立

っ

て

い

る

と

い

う

同

集

落

。

「

公

民

館

が

完

成

し

た

ら

新

年

会

を

や

ろ

う

」

を

合

言

葉

に

、

中

新

集

落

は

時

代

に

逆

行

し

た

盛

り

上

が

り

を

見

せ

て

い

き

そ

う

で

す

。

通

称

「

ぎ

っ

く

ら

カ

ー

ブ

」

を

擁

す

る

「

新

町

」

と

、

古

く

は

宿

場

町

で

あ

っ

た

「

中

町

」

と

で

構

成

さ

れ

る

「

中

新

集

落

」

。

平

成

28

年

度

ま

で

は

「

中

新

町

内

会

」

が

集

落

の

自

治

会

的

な

位

置

づ

け

で

組

織

さ

れ

、

当

該

集

落

の

ト

ッ

プ

は

町

内

会

長

で

し

た

。

昭

和

50

年

代

、

旧

花

泉

町

で

は

社

会

教

育

の

末

端

組

織

と

し

て

各

集

落

に

「

集

落

(

部

落

)
公

民

館

」

の

設

置

(

組

織

化

／

建

設

)

を

推

進

し

、

中

新

集

落

に

お

い

て

も

、

町

内

会

と

は

別

に

「

中

新

集

落

公

民

館

」

を

組

織

し

ま

し

た

。

そ

の

た

め

、

地

域

づ

く

り

活

動

を

行

う

組

織

が

二

重

に

存

在

し

、

町

内

会

と

集

落

公

民

館

そ

れ

ぞ

れ

に

役

を

立

て

る

状

況

が

長

年

続

い

て

い

ま

し

た

。

か

つ

て

は

町

内

会

で

も

複

数

の

事

業

を

も

っ

て

い

ま

し

た

が

、

様

々

な

要

因

で

事

業

数

も

減

り

、

新

年

会

と

お

花

見

を

残

す

の

み

。

年

々

参

加

者

も

減

少

す

る

中

で

、

「

組

織

が

二

重

に

必

要

な

の

か

」

と

い

う

疑

問

の

声

が

出

始

め

る

よ

う

に

な

り

ま

す

。

そ

こ

で

平

成

29

年

、

町

内

会

を

解

散

し

、

地

域

づ

く

り

活

動

は

集

落

公

民

館

に

一

本

化

す

る

こ

と

を

決

断

。

町

内

会

の

残

金

は

特

別

会

計

と

し

て

集

落

公

民

館

に

移

譲

し

、

集

落

公

民

館

長

を

ト

ッ

プ

と

し

た

新

し

い

中

新

集

落

が

動

き

出

し

ま

し

た

。

当

時

、

集

落

公

民

館

長

を

務

め

て

い

た

小

林

賢

さ

ん

(

群

馬

県

出

身

)

は

、

妻

の

故

郷

で

あ

る

涌

津

に

移

住

し

た

翌

年

に

衛

生

組

合

長

に

、

２

年

後

に

集

落

公

民

館

長

を

託

さ

れ

ま

し

た

(

以

後

４

期

)

。

最

初

の

２

年

は

前

例

踏

襲

で

事

業

を

こ

な

し

て

い

た

小

林

さ

ん

で

す

が

、

「

涌

津

ま

ち

づ

く

り

協

議

会

」

の

事

業

な

ど

で

他

集

落

と

交

流

す

る

中

で

「

活

気

の

あ

る

集

落

と

自

分

た

ち

の

集

落

の

何

が

違

う

の

か

を

考

え

る

よ

う

に

な

っ

た

」

の

だ

と

か

。

着

目

し

た

の

が

「

市

民

セ

ン

タ

ー

活

動

推

進

員

」

「

ス

ポ

ー

ツ

推

進

員

」

な

ど

、

集

落

に

推

薦

を

依

頼

さ

れ

る

役

職

。

若

い

世

代

を

当

該

職

に

就

け

る

こ

と

が

多

く

、

同

集

落

で

も

Ｑ.集落の自慢は何ですか？

集落公民館長集落公民館長集落公民館長集落公民館長

鈴木郁也鈴木郁也鈴木郁也鈴木郁也さんさんさんさん

１期１年目。副会長を

１期経て、令和５年４

月に着任。同集落内で

営む「鈴木水道」の２

代目。「この集落で

育った我々世代は仲が

良い」と微笑みます。

岩渕修岩渕修岩渕修岩渕修さんさんさんさん

若い頃から町内会・集

落公民館どちらの役も

複数かつ長年従事。集

落公民館長は１期でバ

トンを渡し、今後のバ

トンリレーを円滑に進

める基礎を作りました。

中新集落公民館

５６

若若若若

いいいい

世

代

世

代

世

代

世

代

をををを

巻巻巻巻

きききき

込込込込

みみみみ

「「「「

正正正正

の

ス

パ

イ

ラ

ル

の

ス

パ

イ

ラ

ル

の

ス

パ

イ

ラ

ル

の

ス

パ

イ

ラ

ル

」」」」

をををを

組

織

を

「

整

理

」

し

、

「

人

材

の

取

り

合

い

」

を

な

く

す

- Photo gallery -gallery -

集

落

代

表

集

落

代

表

集

落

代

表

集

落

代

表

はははは

子子子子

ど

も

た

ち

ど

も

た

ち

ど

も

た

ち

ど

も

た

ち

令

和

４

年

度

冬

期

ス

ポ

ー

ツ

大

会

(

一

関

市

涌

津

市

民

セ

ン

タ

ー

主

催

)

で

行

わ

れ

た

ボ

ッ

チ

ャ

。

同

集

落

は

子

ど

も

た

ち

含

む

２

チ

ー

ム

で

参

加

！

担

当

担

当

担

当

担

当

はははは

「「「「

焼焼焼焼

き

そ

ば

き

そ

ば

き

そ

ば

き

そ

ば

」」」」

涌

津

ま

ち

づ

く

り

協

議

会

主

催

の

夏

ま

つ

り

で

は

、

各

集

落

が

出

店

を

担

当

。

同

集

落

は

焼

き

そ

ば

屋

台

が

お

決

ま

り

で

す

(

写

真

は

令

和

元

年

)

。

毎

月

発

行

毎

月

発

行

毎

月

発

行

毎

月

発

行

のののの

広

報

紙

広

報

紙

広

報

紙

広

報

紙

役

員

の

中

で

担

当

を

決

め

て

作

成

。

ひ

な

形

は

決

ま

っ

て

い

て

、

そ

の

月

の

ゴ

ミ

収

集

カ

レ

ン

ダ

ー

や

、

「

わ

く

つ

こ

ど

も

園

」

の

予

定

も

掲

載

。

若若若若

い

パ

ワ

ー

で

い

パ

ワ

ー

で

い

パ

ワ

ー

で

い

パ

ワ

ー

で

優

勝

優

勝

優

勝

優

勝

！！！！

令

和

４

年

度

、

３

年

ぶ

り

に

開

催

さ

れ

た

「

涌

津

地

区

民

大

運

動

会

」

で

優

勝

し

た

同

集

落

。

過

去

に

は

３

連

覇

記

録

も

あ

り

、

今

後

に

期

待

！

地域

紹介

中新集落公民館中新集落公民館中新集落公民館中新集落公民館((((涌津涌津涌津涌津))))

行政区は「涌津７区」。107世帯、約350人

が暮らす(９班体制)。集落内には「紫舘(中

世期における地方豪族・岩渕氏の居城で、

1300年代から290年間(10代)に渡り流郷の中

心的な防塞だった)」の跡地を整備した「紫

舘公園」や磐乃井酒造などが立地する。

「

仕

組

み

化

」

で

は

な

く

、

「

流

れ

づ

く

り

」

と

い

う

改

革

若

い

世

代

か

ら

の

「

集

ま

る

場

所

が

欲

し

い

」

に

応

え

て

すずき いくや いわぶち おさむ

Ａ.和 Ａ.結束

左の写真：老人クラブから集落公民館に事業継承され

た「しめ縄づくり」の様子(令和元年)。

前集落公民館長前集落公民館長前集落公民館長前集落公民館長

花泉



森

林

資

源

豊

富

な

一

関

市

室

根

町

津

谷

川

地

区

は

、

森

林

の

少

な

い

宮

城

県

沿

岸

部

に

近

く

、

燃

料

と

し

て

の

薪

炭

の

供

給

を

担

っ

て

き

ま

し

た

。

株

式

会

社

山

忠

を

創

業

し

た

小

野

寺

忠

一

さ

ん

(

故

人

)

も

炭

焼

き

を

生

業

と

し

、

沿

岸

部

へ

の

行

商

を

し

て

い

ま

し

た

が

、

薪

炭

の

需

要

が

減

り

始

め

る

と

、

徐

々

に

建

築

用

材

の

製

材

に

切

り

替

え

、

バ

ブ

ル

期

へ

と

突

入

し

ま

す

。

「

当

時

は

当

地

区

に

も

大

工

さ

ん

が

15

人

程

い

て

、

住

宅

建

築

で

木

材

需

要

が

多

か

っ

た

。

今

の

お

得

意

先

は

建

築

業

者

(

法

人

)

だ

が

、

だ

い

ぶ

少

な

く

な

っ

た

ね

。

安

価

な

輸

入

木

材

に

頼

り

、

国

産

木

材

の

値

段

は

当

初

の

半

値

程

度

(

ウ

ッ

ド

シ

ョ

ッ

ク

の

影

響

で

こ

こ

数

年

は

回

復

)

。

地

元

の

製

材

業

者

も

少

な

く

な

っ

た

」

と

現

状

を

語

る

の

は

、

代

表

取

締

役

会

長

で

二

代

目

の

小

野

寺

義

直

さ

ん

で

す

。

現

在

、

日

本

の

住

宅

メ

ー

カ

ー

が

取

り

扱

う

木

材

の

約

７

割

が

輸

入

木

材

。

戦

時

中

の

製

炭

需

要

や

戦

後

の

住

宅

需

要

に

伴

う

乱

伐

に

よ

り

、

国

産

材

が

減

少

し

た

こ

と

(

＝

国

産

材

の

高

騰

)

も

影

響

し

て

い

る

と

か

。

「

木

材

(

建

築

用

材

)

は

植

林

し

て

か

ら

市

場

に

出

る

ま

で

50

年

以

上

か

か

る

。

国

内

の

森

林

が

回

復

す

る

前

に

林

業

従

事

者

が

減

少

し

、

国

内

の

林

業

は

衰

退

し

て

き

た

」

と

、

林

業

の

置

か

れ

た

厳

し

い

状

況

に

触

れ

な

が

ら

、

義

直

さ

ん

は

「

炭

焼

き

、

製

材

業

、

そ

し

て

現

在

も

需

要

が

変

化

し

つ

つ

あ

る

中

で

、

心

配

な

こ

と

は

50

年

後

の

山

だ

ね

」

と

表

情

を

曇

ら

せ

ま

す

。

「

植

樹

を

し

た

ら

、

約

15

年

は

し

っ

か

り

手

を

か

け

な

い

と

、

太

い

丸

太

に

は

な

ら

な

い

。

下

刈

り

や

除

伐

等

、

山

林

の

整

備

を

し

な

い

と

ツ

タ

や

草

に

木

が

負

け

て

し

ま

う

。

こ

れ

ま

で

は

で

き

て

い

た

こ

と

で

も

、

こ

れ

か

ら

は

人

・

働

き

手

が

い

な

い

。

企

業

単

独

だ

け

で

は

な

く

、

様

々

な

人

の

力

を

借

り

な

い

と

、

今

の

こ

の

時

代

で

は

力

も

予

算

も

足

り

な

い

ん

だ

よ

。

豊

か

な

森

を

継

承

し

て

い

く

た

め

に

、

そ

し

て

企

業

と

し

て

安

定

し

た

供

給

が

で

き

る

よ

う

考

え

る

時

期

が

き

た

」

と

語

り

、

「

50

年

後

も

空

気

が

き

れ

い

だ

と

い

い

な

」

と

世

代

交

代

し

た

ば

か

り

の

友

義

さ

ん

(

現

代

表

取

締

役

)

に

希

望

を

託

し

ま

す

。

「

チ

ッ

プ

」

の

製

造

と

「

木

製

パ

レ

ッ

ト

」

用

の

資

材

供

給

も

行

っ

て

い

る

同

社

。

チ

ッ

プ

は

バ

イ

オ

マ

ス

燃

料

の

ほ

か

、

大

手

製

紙

企

業

と

も

契

約

し

て

お

り

(

紙

の

原

料

)

、

１

日

60

～

70

立

方

ｍ

を

製

造

し

ま

す

。

東

日

本

大

震

災

以

降

需

要

が

高

ま

っ

た

木

製

パ

レ

ッ

ト

は

、

東

北

各

地

か

ら

注

文

が

入

っ

て

お

り

、

年

間

を

通

し

て

加

工

業

者

に

材

料

を

供

給

し

て

い

ま

す

。

な

お

、

自

社

で

保

有

す

る

山

林

以

外

に

も

、

公

有

林

や

民

有

林

の

立

木

も

購

入

し

て

お

り

、

民

有

林

の

場

合

は

、

立

木

の

状

態

を

１

本

ず

つ

調

査

し

て

査

定

。

工

場

で

の

作

業

以

外

に

も

、

そ

う

し

た

現

場

で

の

知

識

を

得

る

こ

と

が

で

き

る

た

め

、

同

社

で

木

材

に

関

す

る

知

識

や

製

材

の

技

術

を

学

ん

だ

後

、

独

立

し

て

林

業

等

に

携

わ

る

人

も

多

い

の

だ

と

か

。

友

義

さ

ん

は

「

家

業

へ

の

興

味

は

薄

か

っ

た

が

、

父

の

背

中

を

見

て

育

ち

『

い

ず

れ

は

継

ぐ

の

だ

ろ

う

な

』

と

い

う

気

持

ち

は

あ

っ

た

。

地

域

の

資

源

で

あ

る

森

林

の

保

持

や

人

材

の

育

成

に

も

力

を

入

れ

て

い

き

た

い

」

と

、

次

な

る

「

背

中

」

と

な

っ

て

い

き

ま

す

。

７

企業

紹介

室根

昭和36年設立。昭和24年頃、炭焼きを生業としていた現代表取締役会長小野

寺義直さんの父(初代・小野寺忠一さん)が、薪炭の需要減少と国産木材の需要

増加を受け、昭和30年代後半から薪炭の販売と合わせて建築用材も取り扱うよ

うに(旧東磐井郡、本吉町、歌津町の山林を保有)。昭和41年、現住所の道路拡

張工事に伴い事務所と工場を構え、チップ製造と製材(建築用材・パレット※用

材)に業態を切り替え、平成４年には義直さんが二代目代表取締役に、令和４年

には息子の友義さんが三代目代表取締役に就任。山林も保有しながら、必要な

業種に安定した資材供給を行っています。

※輸送・物流用に使う、すのこ状または、板状の台。物品の保管用に需要が高まっている。

いつのいつのいつのいつの時代時代時代時代もももも「「「「木木木木」」」」がががが暮暮暮暮らしをらしをらしをらしを支支支支ええええ、、、、未来未来未来未来をををを創創創創るるるる

時

代

の

変

化

と

森

林

の

恵

１

自然乾燥中の建築用材。

DATA

【本社】〒029-1211

一関市室根町津谷川

字下川原７-６

TEL 0191-65-2311

FAX 0191-65-2412

毎月さまざまなテーマで地域づくりについて考えていくコラムです。

博識杜の

フクロウ博士

第第第第50505050話話話話

今月のテーマ

チップは25ｔトラックで一日約４

台分製造されます。

各材質の説明をする、代表取締役

会長の小野寺義直さん

「「「「農村農村農村農村RMORMORMORMO」」」」とととと「「「「地域協働体地域協働体地域協働体地域協働体」」」」はははは‘‘‘‘上手に連携上手に連携上手に連携上手に連携’’’’すべしすべしすべしすべし

地域企業の理念にせまります。

８

持

続

可

能

な

森

林

経

営

の

一

助

に

地域運営の落とし穴
農村ＲＭＯと地域協働体

２

３

３４
株式会社 山忠

「農村RMO」と「地域協働体(＝地域運営組織＝RMO)」に関しては、正しい理解ができていない状況では、「似

たような組織をいくつ作るんだ！」という声が聞こえてくるのが目に見えています。そこで、第48話・49話に引

き続き、農村RMOの取り扱いについて検討していきます。

農村RMOと地域協働体をそれぞれで設立すると、確かに二重構造になってしまいます。まして、高齢化や人口

減少により担い手が少ないという現実を抱えているわけですから、似たような組織を、行政の都合(縦割り)で新

たに設立する状況は避けたいところです。48話で触れているように、どちらも「「「「集落規模集落規模集落規模集落規模のののの縮小縮小縮小縮小」」」」というというというという課題課題課題課題にににに

対対対対してしてしてして、、、、「「「「集落規模集落規模集落規模集落規模をををを拡大拡大拡大拡大しししし、、、、地域内地域内地域内地域内のののの各種団体各種団体各種団体各種団体やややや住民住民住民住民とととと連携連携連携連携することですることですることですることで、、、、支支支支ええええ合合合合いのいのいのいの仕組仕組仕組仕組みをみをみをみを構築構築構築構築していくしていくしていくしていく」」」」

ということがということがということがということが目的目的目的目的であり、‘組織の設立’が目的ではありません。これからのこれからのこれからのこれからの時代時代時代時代のののの「「「「支支支支ええええ合合合合いのいのいのいの仕組仕組仕組仕組みみみみ」」」」のののの構構構構

築築築築です。形式上、‘組織’になってしまいますが、言い換えるなら「「「「円卓会議円卓会議円卓会議円卓会議をするをするをするをする場場場場((((組織組織組織組織))))」」」」でしょう。

一関市では、市民センター単位で「「「「地域協働体地域協働体地域協働体地域協働体(地域運営組織)」」」」を組織し、「地域づくり計画」に基づいて、

地域振興や支え合いに通じる活動、産業の活性化などに取り組んでいます。地域協働体によっては、部会制部会制部会制部会制を

取っており、例えば産業に関する部会は、新たな産業創出を目指したり、農業や林業、獣害に関することなど、

‘‘‘‘農村集落機能農村集落機能農村集落機能農村集落機能のののの維持維持維持維持’’’’をををを目的目的目的目的としたとしたとしたとした事業事業事業事業((((円卓会議円卓会議円卓会議円卓会議))))を行っています。そのため、農業関係団体農業関係団体農業関係団体農業関係団体・・・・者者者者がががが部会部会部会部会のののの構構構構

成員成員成員成員になっているになっているになっているになっていることが多く、農村農村農村農村RMORMORMORMOのののの原型原型原型原型ができているができているができているができていると言えます。部会がない地域協働体でも、「地域の

円卓会議の議題」として農業に関することを取り上げる(議論する)ことは、農村RMOの原型に近いです。

このように、既にある地域協働体に、農村農村農村農村RMORMORMORMOのののの‘‘‘‘機能機能機能機能’’’’をををを追加追加追加追加することで、二重構造を生まず、地域地域地域地域のののの課題課題課題課題

としてとしてとしてとして農業農業農業農業やややや農村振興農村振興農村振興農村振興にににに関関関関するするするする共有共有共有共有やややや議論議論議論議論をすることができますをすることができますをすることができますをすることができます。。。。

ここで注意したいことは、‘‘‘‘農家農家農家農家’‘’‘’‘’‘非農家非農家非農家非農家’’’’です。「なぜ非農家が農家の支えをしなければいけないのか」

と思う人もいると思いますが、農村農村農村農村RMORMORMORMOはははは‘‘‘‘農業支援農業支援農業支援農業支援’’’’ではなくではなくではなくではなく、、、、‘‘‘‘農村集落農村集落農村集落農村集落のののの暮暮暮暮らしにらしにらしにらしに対対対対するするするする取取取取りりりり組組組組みみみみ’’’’をををを取取取取

りりりり扱扱扱扱いますいますいますいます。つまり、収入に関係する‘農業’だけではなく、集落集落集落集落のののの環境整備環境整備環境整備環境整備やややや高齢者支援高齢者支援高齢者支援高齢者支援などをなどをなどをなどを「「「「農家非農家農家非農家農家非農家農家非農家

関係関係関係関係なくなくなくなく、、、、みんなでやっていきましょうみんなでやっていきましょうみんなでやっていきましょうみんなでやっていきましょう」」」」ということです。「多面的機能支払交付金」に取り組んでいる集落

(組織)の場合、その‘地域拡大版’と置き換えると、イメージしやすいかと思います。

地域協働体では、高齢者福祉や安心安全に関することなどに既に取り組んでいます。新たに農村RMOを設立し、

同様の取り組みを行うと、地域住民にとっては‘負担の上乗せ’であり、無駄な動きにもなりかねないため、

「「「「地域協働体地域協働体地域協働体地域協働体にににに農村農村農村農村RMORMORMORMOのののの機能機能機能機能をををを組組組組みみみみ込込込込むむむむ」」」」ことがことがことがことが理想理想理想理想です。

昨年８月に農村RMOに関する研修会を開催した際に、「地域協働体に農村RMOの機能を

追加すると、中山間地域等直接支払交付金や多面的機能支払交付金のお金も地域協働体

のものになってしまうのか？」という質問をいただきました。機能機能機能機能をををを共有共有共有共有しししし、、、、‘‘‘‘中山間中山間中山間中山間

やややや多面的多面的多面的多面的でできないことをでできないことをでできないことをでできないことを地域協働体地域協働体地域協働体地域協働体がががが補完補完補完補完するするするする’’’’というというというという考考考考ええええ方方方方なので、事業自体は別

ものです(環境整備等の従来の事業はそのまま)。ですから、環境整備等における人件費

など、中山間や多面的の従来の事業費(交付金)を地域協働体に入れる必要はありません。

農村RMOとして事業をするならば、農村RMO事業費や地域協働体の事業費をはじめ、各種

補助金や助成金が活用できます。

また、中山間や多面的も事務局の担い手が課題となっていますが、‘機能の共有と補

完’という視点から考えれば、事務能力がある人に中山間や多面的の事務局を手伝って

もらうことも可能になると考えられます。狭域狭域狭域狭域のののの集落集落集落集落ではではではでは人材不足人材不足人材不足人材不足でもでもでもでも、、、、広域広域広域広域でででで見見見見るとるとるとると

一定量一定量一定量一定量のののの人口人口人口人口がががが確保確保確保確保されされされされ、、、、そのそのそのその中中中中にはにはにはには様々様々様々様々なプレーヤーがいるなプレーヤーがいるなプレーヤーがいるなプレーヤーがいるからです。

人口減少時代に備えたRMO(地域運営組織)は、全国各地で増加傾向にありますが、文

化活動や高齢者の生活支援を目的としたものが多いように感じています。「農業」「農

村」「農地」に関する活動は、一関の地域協働体を見ても事例は少ないです。このまま

では中山間地域の農地や農業、住民の生活といった「農村集落機能」の衰退が、ますま

す進行してしまう恐れがあります。農地農地農地農地やややや農業農業農業農業のののの課題課題課題課題もみんなでもみんなでもみんなでもみんなで共有共有共有共有しししし、、、、地域協働体地域協働体地域協働体地域協働体とととと

農村農村農村農村RMORMORMORMOのののの機能機能機能機能をををを上手上手上手上手にににに使使使使いながらいながらいながらいながら、、、、集落集落集落集落のののの機能維持機能維持機能維持機能維持にににに努努努努めていきましょうめていきましょうめていきましょうめていきましょう。

農村ＲＭＯのイメージ農村ＲＭＯのイメージ農村ＲＭＯのイメージ農村ＲＭＯのイメージ

農村集落農村集落農村集落農村集落

非農村部非農村部非農村部非農村部
非農家非農家非農家非農家

資源管理資源管理資源管理資源管理
((((所有と利用所有と利用所有と利用所有と利用))))

生産補完生産補完生産補完生産補完
((((結いっこ結いっこ結いっこ結いっこ)))) 生活扶助生活扶助生活扶助生活扶助

((((支え合い支え合い支え合い支え合い))))

農家・非農家が一体となり、農村集落
機能や地域コミュニティの維持に取り組む
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センターの

自由研究

地域の‘気になること’をセンタースタッフが独自に調査！

ミッションミッションミッションミッション
76767676

一関市藤沢町大籠の製鉄を興隆したとして地域で語り継がれる「千松兄弟」。この

千松兄弟を招聘し、大籠周辺を伊達藩きっての鉄の産地に発展させたのが「千葉土佐

(初代/二代目)」です。当地域の偉人そのものの功績もさることながら、その「末裔」を

調査し、会いに行くシリーズ「末裔調査ファイル」。第４弾は大籠で「烔屋(どうや／北

上山地周辺地域での砂鉄精錬業者もしくは製鉄する場の呼び名。全国的に言う「たたら」)」を展開した

「千葉土佐」にスポットをあてます。 ※記載内容はあくまでもセンター独自調査の結果です。

山

林

が

豊

富

で

、

砂

鉄

の

埋

蔵

地

に

も

近

接

し

て

い

た

大

籠

で

は

、

慶

長

年

間

慶

長

年

間

慶

長

年

間

慶

長

年

間

(( ((

１

５

９

６

１

５

９

６

１

５

９

６

１

５

９

６

～～～～

１１１１

６

１

５

６

１

５

６

１

５

６

１

５

)) ))

にににに

「「「「

烔烔烔烔

屋屋屋屋

」」」」

がががが

産

業

産

業

産

業

産

業

と

し

て

と

し

て

と

し

て

と

し

て

興

隆

興

隆

興

隆

興

隆

し

、

明

治

30

年

頃

ま

で

烔

屋

が

存

在

し

て

い

ま

し

た

。

大

籠

で

の

烔

屋

興

隆

か

ら

遡

る

こ

と

約

40

年

(

永

禄

年

間

)

、

葛

西

家

家

臣

葛

西

家

家

臣

葛

西

家

家

臣

葛

西

家

家

臣

のののの

千

葉

土

佐

千

葉

土

佐

千

葉

土

佐

千

葉

土

佐

(( ((

初

代

初

代

初

代

初

代

)) ))

は

、

佐

藤

但

馬

と

と

も

に

備

中

備

中

備

中

備

中

のののの

国国国国

(

現

在

で

い

う

岡

山

県

西

部

)

に

赴

き

、

「「「「

布

留

大

八

郎

布

留

大

八

郎

布

留

大

八

郎

布

留

大

八

郎

・・・・

小小小小

八

郎

八

郎

八

郎

八

郎

(( ((

後後後後

のののの

千

松

兄

弟

千

松

兄

弟

千

松

兄

弟

千

松

兄

弟

)) ))

」」」」

を

宮

城

県

宮

城

県

宮

城

県

宮

城

県

のののの

砂

鉄

地

帯

砂

鉄

地

帯

砂

鉄

地

帯

砂

鉄

地

帯

(( ((

桃

生

郡

桃

生

郡

桃

生

郡

桃

生

郡

／／／／

現

在

現

在

現

在

現

在

のののの

石

巻

市

石

巻

市

石

巻

市

石

巻

市

・・・・

東

松

島

市

付

近

東

松

島

市

付

近

東

松

島

市

付

近

東

松

島

市

付

近

)) ))

にににに

招

聘

招

聘

招

聘

招

聘

。

戦

国

時

代

で

あ

り

、

武

器

を

製

造

す

る

た

め

の

製

鉄

需

要

が

あ

っ

た

と

さ

れ

ま

す

。

桃

生

郡

で

は

４

カ

村

で

烔

屋

が

稼

働

し

ま

す

が

、

森

合

城

の

落

城

(

左

頁

参

照

)

や

、

さ

ら

な

る

燃

料

や

材

料

な

ど

を

求

め

、

桃

生

郡

桃

生

郡

桃

生

郡

桃

生

郡

か

ら

か

ら

か

ら

か

ら

狼

河

原

狼

河

原

狼

河

原

狼

河

原

(( ((

現

在

現

在

現

在

現

在

のののの

登

米

市

東

和

町

米

川

登

米

市

東

和

町

米

川

登

米

市

東

和

町

米

川

登

米

市

東

和

町

米

川

)) ))

にににに

烔烔烔烔

屋屋屋屋

をををを

移移移移

しししし

、

さ

ら

に

布

留

兄

弟

布

留

兄

弟

布

留

兄

弟

布

留

兄

弟

はははは

大

籠

村

大

籠

村

大

籠

村

大

籠

村

のののの

千

松

沢

千

松

沢

千

松

沢

千

松

沢

にににに

移

住

移

住

移

住

移

住

し

ま

す

(

文

禄

元

年
(

１

５

９

２

)

と

い

う

説

あ

り

)

。

そ

の

後

、

慶

長

(

１

５

９

６

～

)

に

入

る

と

、

大

籠

大

籠

大

籠

大

籠

村村村村

のののの

「「「「

清

水

山

清

水

山

清

水

山

清

水

山

(

左

利

沢

・

早

坂

周

辺

)

・・・・

奈

良

原

山

奈

良

原

山

奈

良

原

山

奈

良

原

山

(

現

在

地

不

明

)

・・・・

大

穴

大

穴

大

穴

大

穴

(

杉

松

・

大

籠

周

辺

)

」」」」

のののの

３３３３

かかかか

所所所所

にににに

烔烔烔烔

屋屋屋屋

がががが

開開開開

か

れ

か

れ

か

れ

か

れ

、

こ

の

時

の

烔

屋

経

営

を

行

っ

た

８

人

が

「「「「

烔烔烔烔

屋

八

人

衆

屋

八

人

衆

屋

八

人

衆

屋

八

人

衆

」」」」

と

呼

ば

れ

ま

す

。今

回

ス

ポ

ッ

ト

を

あ

て

る

「

千

葉

土

佐

」

は

こ

の

八

人

衆

の

一

人

で

す

が

、

布

留

兄

弟

布

留

兄

弟

布

留

兄

弟

布

留

兄

弟

(( ((

以

下

以

下

以

下

以

下

、、、、

千

松

兄

弟

千

松

兄

弟

千

松

兄

弟

千

松

兄

弟

)) ))

をををを

招

聘

招

聘

招

聘

招

聘

し

た

の

は

し

た

の

は

し

た

の

は

し

た

の

は

初

代

千

葉

土

佐

初

代

千

葉

土

佐

初

代

千

葉

土

佐

初

代

千

葉

土

佐

、

大

籠

大

籠

大

籠

大

籠

でででで

烔烔烔烔

屋屋屋屋

のののの

経

営

経

営

経

営

経

営

をををを

行行行行

っ

た

っ

た

っ

た

っ

た

(

鉄

吹

方

工

と

し

て

功

績

を

残

し

た

と

い

う

説

も

あ

り

)

の

は

の

は

の

は

の

は

二

代

二

代

二

代

二

代

目目目目(( ((

息

子

息

子

息

子

息

子

)) ))

のののの

千

葉

土

佐

千

葉

土

佐

千

葉

土

佐

千

葉

土

佐

で

す

。

二

代

目

千

葉

土

佐

が

大

籠

で

烔

屋

を

経

営

し

始

め

た

頃

は

、

豊

臣

秀

吉

の

天

下

で

あ

り

、

大

籠

か

ら

も

大

阪

城

大

阪

城

大

阪

城

大

阪

城

のののの

築

城

築

城

築

城

築

城

やややや

豊

臣

政

権

豊

臣

政

権

豊

臣

政

権

豊

臣

政

権

がががが

使

用

使

用

使

用

使

用

す

る

す

る

す

る

す

る

軍軍軍軍

用

鉄

用

鉄

用

鉄

用

鉄
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鉄

砲

鉄

鉄

砲

鉄

鉄

砲

鉄

鉄

砲

鉄

をををを

供

給

供

給

供

給

供

給

し

て

い

た

と

考

え

ら

れ

ま

す

。

伊

達

政

宗

が

当

地

域

を

領

有

す

る

よ

う

に

な

っ

て

か

ら

は

、

岩

出

山

城

岩

出

山

城

岩

出

山

城

岩

出

山

城

やややや

仙

台

城

仙

台

城

仙

台

城

仙

台

城

、、、、

江

戸

城

江

戸

城

江

戸

城

江

戸

城

のののの

築

城

等

築

城

等

築

城

等

築

城

等

に

も

に

も

に

も

に

も

供

給

供

給

供

給

供

給

し

て

い

た

と

か

。

こ

の

頃

に

は

烔烔烔烔

屋屋屋屋

もももも

東

磐

井

郡

東

磐

井

郡

東

磐

井

郡

東

磐

井

郡
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西

磐

井

郡

西

磐

井

郡

西

磐

井

郡
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磐

井

郡
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郡

本

吉

郡

本

吉

郡

本

吉

郡

・・・・

登登登登

米

郡

米

郡

米

郡

米

郡
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気

仙

郡

気

仙

郡

気

仙

郡

気

仙

郡

な

ど

な

ど

な

ど

な

ど

、、、、

各

地

各

地

各

地

各

地

にににに

増

設

増

設

増

設

増

設

さ

れ

ま

す

。

次

第

に

武

器

武

器

武

器

武

器

のののの

需

要

需

要

需

要

需

要

よ

り

も

よ

り

も

よ

り

も

よ

り

も

農

具

農

具

農

具

農

具

のののの

需

要

需

要

需

要

需

要

がががが

増増増増

加加加加

(

慶

長

以

前

に

は

仙

台

藩

領

内

に

は

鍬

鍛

冶

が

な

く

、

他

領

か

ら

輸

入

し

て

い

た

た

め

、

高

価

で

農

民

に

は

負

担

が

大

き

か

っ

た

)

す

る

と

、

二

代

目

千

葉

土

佐

は

、

鍬

鍛

冶

鍬

鍛

冶

鍬

鍛

冶

鍬

鍛

冶

のののの

技

術

技

術

技

術

技

術

をををを

習

得

習

得

習

得

習

得

す

る

た

す

る

た

す

る

た

す

る

た

めめめめ

、、、、

首

藤

首

藤

首

藤

首

藤

(( ((

須

藤

須

藤

須

藤

須

藤

)) ))

相

模

相

模

相

模

相

模

とととと

共共共共

にににに

京

都

京

都

京

都

京

都

へへへへ

上

る

の

で

す

。鍬

鍛

冶

技

術

を

習

得

し

、

大

籠

に

戻

る

と

、

「「「「

菊

一

菊

一

菊

一

菊

一

」」」」

「「「「

菊

上

菊

上

菊

上

菊

上

」」」」

と

記

し

た

鍬

の

製

造

・

販

売

を

始

め

ま

す

。

農

民

が

鍬

を

入

手

し

や

す

く

な

っ

た

だ

け

で

な

く

、

仙

台

藩

仙

台

藩

仙

台

藩

仙

台

藩

のののの

特

産

品

特

産

品

特

産

品

特

産

品

と

も

な

り

、

鍬

鍛

冶

を

行

う

た

め

に

烔

屋

を

開

く

地

域

が

続

出

(

津

谷

川

村

(

室

根

町

)

村

民

18

名

が

元

和

３

年

(

１

６

１

７

)

に

鍬

鍛

冶

生

産

を

申

請

す

る

な

ど

)

。

そ

の

後

も

社

会

の

安

定

と

と

も

に

、

用

水

路

や

溜

池

の

整

備

、

開

田

が

進

み

、

鉄

製

農

具

は

大

き

な

役

割

を

果

た

し

ま

す

。

こ

う

し

て

、

当

地

域

に

お

け

る

製

鉄

は

、

初

代

初

代

初

代

初

代

千

葉

土

佐

千

葉

土

佐

千

葉

土

佐

千

葉

土

佐

が

き

っ

か

け

を

が

き

っ

か

け

を

が

き

っ

か

け

を

が

き

っ

か

け

を

作作作作

りりりり

、、、、

二

代

目

千

葉

土

二

代

目

千

葉

土

二

代

目

千

葉

土

二

代

目

千

葉

土

佐佐佐佐

がががが

発

展

発

展

発

展

発

展

さ

せ

た

さ

せ

た

さ

せ

た

さ

せ

た

の

で

す

。

※

あ

く

ま

で

も

様

々

な

説

か

ら

の

推

測

で

す

。

■

当

地

域

に

お

け

る

烔

屋

の

歴

史

■

武

器

か

ら

農

具

へ

右頁では初代及び二代目千葉土佐による製鉄に関する功績のみを紹介しましたが、実は千葉土千葉土千葉土千葉土

佐佐佐佐がそもそもがそもそもがそもそもがそもそも何者何者何者何者でででで、、、、どこのどこのどこのどこの出身者出身者出身者出身者なのかはなのかはなのかはなのかは定定定定かではありませんかではありませんかではありませんかではありません。藤沢町史などでは、初代千葉

土佐を「「「「葛西晴信葛西晴信葛西晴信葛西晴信のののの家臣家臣家臣家臣でででで、、、、宮城県宮城県宮城県宮城県登米郡東和町登米郡東和町登米郡東和町登米郡東和町のののの森合城主森合城主森合城主森合城主」」」」としていますが、「「「「長坂長坂長坂長坂((((東山町東山町東山町東山町

長坂長坂長坂長坂))))からからからから狼河原狼河原狼河原狼河原にににに移移移移りりりり住住住住んだんだんだんだ浪人浪人浪人浪人」」」」という説なども。以下では、森合城主として、城主時代城主時代城主時代城主時代にににに

烔烔烔烔屋屋屋屋をををを開開開開いたいたいたいたという説で、千葉土佐とその子孫に関する歴史を整理してみました。

９

＜協力＞ 大籠キリシタン殉教公園(大籠キリシタン資料館)職員のみなさま 他

＜参考文献＞ 誌面では割愛させていただき、当センターホームページに掲載します

千葉千葉千葉千葉 清清清清 ((((ちばちばちばちば きよしきよしきよしきよし））））

昭和昭和昭和昭和32323232年生年生年生年生まれまれまれまれ。。。。旧藤沢高校卒業後旧藤沢高校卒業後旧藤沢高校卒業後旧藤沢高校卒業後、、、、

北海道北海道北海道北海道でででで酪農酪農酪農酪農のののの研修研修研修研修((((２２２２年年年年))))をををを経経経経てててて帰郷帰郷帰郷帰郷、、、、

家業家業家業家業のののの酪農酪農酪農酪農をををを継継継継ぐぐぐぐ。。。。以後以後以後以後40404040年年年年にににに渡渡渡渡ってってってって７７７７

町歩町歩町歩町歩のののの牧草地牧草地牧草地牧草地でででで酪農酪農酪農酪農をををを営営営営むもむもむもむも、、、、東日本大東日本大東日本大東日本大

震災震災震災震災でのでのでのでの被災等被災等被災等被災等をををを機機機機にににに酪農酪農酪農酪農をやめをやめをやめをやめ、、、、現在現在現在現在

はははは藤沢町内藤沢町内藤沢町内藤沢町内のののの企業企業企業企業にににに勤務勤務勤務勤務しているしているしているしている。。。。

千葉千葉千葉千葉清清清清さんさんさんさん

２２２２代目千葉土佐代目千葉土佐代目千葉土佐代目千葉土佐のののの大籠大籠大籠大籠のののの住住住住まいまいまいまい「「「「検断屋敷検断屋敷検断屋敷検断屋敷」」」」のののの14141414代目当主代目当主代目当主代目当主

千葉土佐千葉土佐千葉土佐千葉土佐

大籠大籠大籠大籠でででで製鉄製鉄製鉄製鉄をををを興隆興隆興隆興隆したしたしたした烔烔烔烔屋八人衆屋八人衆屋八人衆屋八人衆のののの一人一人一人一人

那須さんによる330年忌の

記事(平成22年9月26日

岩手日日新聞社)

本誌面に掲載しきれなかった情報や画像等を当センターホームページにて公開しています。

２２２２代目千葉土佐代目千葉土佐代目千葉土佐代目千葉土佐がががが大籠大籠大籠大籠にににに移移移移りりりり住住住住んだんだんだんだとされるのが寛永年間寛永年間寛永年間寛永年間(1624(1624(1624(1624----44)44)44)44)。屋

号が「「「「検断屋敷検断屋敷検断屋敷検断屋敷」」」」であることから、村役人などであったことが推測できます。

この「検断屋敷」に現在も暮らしているのが千葉清さんです。千葉家の法

名碑や文献、ヒアリングなどを元に推測すると、初代千葉土佐初代千葉土佐初代千葉土佐初代千葉土佐からからからから数数数数えるとえるとえるとえると

15151515代目代目代目代目、「「「「検断屋敷検断屋敷検断屋敷検断屋敷」」」」としてはとしてはとしてはとしては14141414代目代目代目代目のののの当主当主当主当主と考えられます(家系図などは

残っていない)。家屋そのものも、清さんの幼少期に「築300年くらい」と聞

いたことがあるそうで、当時から大きく変わっていない可能性も(平成16年

にトタン屋根をかぶせている)。

２代目土佐以降、製鉄に関係していた先祖がいるのかどうかは千葉家にも

伝わっていないと言い、清さんの祖父・哲夫さんは農業を、父・満男さんは

酪農業を営んでいました。しかし、千葉家千葉家千葉家千葉家にににに残残残残るるるる古文書古文書古文書古文書のののの中中中中にはにはにはには、、、、製鉄炉製鉄炉製鉄炉製鉄炉のののの

図図図図やややや、、、、製鉄製鉄製鉄製鉄にににに使使使使うううう工具工具工具工具のののの図図図図、、、、製鉄用炭窯製鉄用炭窯製鉄用炭窯製鉄用炭窯のののの図等図等図等図等がががが残残残残されておりされておりされておりされており、製鉄製鉄製鉄製鉄にににに関連関連関連関連

したしたしたした先祖先祖先祖先祖がいたがいたがいたがいた名残名残名残名残を感じさせます。

◆◆◆◆「「「「千葉土佐千葉土佐千葉土佐千葉土佐のののの末裔末裔末裔末裔」」」」というというというという認識認識認識認識をもったきっかけやをもったきっかけやをもったきっかけやをもったきっかけや時期時期時期時期はははは？？？？

－－－－ 高校生高校生高校生高校生あたりあたりあたりあたり。。。。学者学者学者学者のようなのようなのようなのような人人人人のののの取材取材取材取材((((調査調査調査調査))))をををを祖父祖父祖父祖父がががが受受受受けていてけていてけていてけていて、「、「、「、「次次次次のののの次次次次のののの代代代代

はははは俺俺俺俺だろうなぁだろうなぁだろうなぁだろうなぁ。。。。このこのこのこの家家家家をををを継継継継がなければがなければがなければがなければ」」」」というというというという意識意識意識意識がががが芽生芽生芽生芽生えたえたえたえた。。。。

◆◆◆◆末裔末裔末裔末裔としてのエピソードがあればとしてのエピソードがあればとしてのエピソードがあればとしてのエピソードがあれば……………………

－－－－ 藤沢町民劇藤沢町民劇藤沢町民劇藤沢町民劇(現・一関藤沢市民劇場実行委員会)のののの第第第第１１１１作作作作がががが千葉土佐千葉土佐千葉土佐千葉土佐にににに通通通通じるじるじるじる作品作品作品作品でででで、、、、

脚本家脚本家脚本家脚本家からからからから「「「「おおおお前前前前((((のののの先祖先祖先祖先祖))))のことやっているからのことやっているからのことやっているからのことやっているから見見見見さこないさこないさこないさこない？」？」？」？」とととと言言言言われわれわれわれ、、、、仙台仙台仙台仙台でのでのでのでの上上上上

演時演時演時演時にににに見見見見にににに行行行行ったったったった。。。。またまたまたまた、、、、二男二男二男二男はははは、、、、高校生高校生高校生高校生のののの時時時時にににに「「「「千葉土佐千葉土佐千葉土佐千葉土佐のののの末裔末裔末裔末裔だだだだ」」」」とととと、、、、同級生同級生同級生同級生にににに

言言言言われたことがあるらしいわれたことがあるらしいわれたことがあるらしいわれたことがあるらしい。。。。父父父父やややや自分自分自分自分のののの代代代代になってからはになってからはになってからはになってからは歴史関係歴史関係歴史関係歴史関係のののの客客客客はははは減減減減ったったったった。。。。

末末末末裔裔裔裔
フフフフアアアアイルイルイルイル４４４４

◆◆◆◆千葉家千葉家千葉家千葉家のののの今後今後今後今後についてについてについてについて

－－－－ 長男長男長男長男(市内在住)、、、、二男二男二男二男(宮城県在住)とととと千葉土佐千葉土佐千葉土佐千葉土佐のののの話話話話をすることはないしをすることはないしをすることはないしをすることはないし、、、、

聞聞聞聞かれることもないがかれることもないがかれることもないがかれることもないが、、、、いずれいずれいずれいずれ本人本人本人本人にそのにそのにそのにその気気気気があればがあればがあればがあれば自分自分自分自分からからからから聞聞聞聞くしくしくしくし、、、、学学学学

ぶだろうぶだろうぶだろうぶだろう。。。。欲欲欲欲をををを持持持持たずたずたずたず、「、「、「、「足足足足るをるをるをるを知知知知るるるる」」」」をををを心心心心がけているがけているがけているがけている。。。。

千葉家に残る古文書の

うち、製鉄炉の図面と

思われるもの。右ペー

ジには千松兄弟が最初

に伝えた技法とされる

「二神陽合吹」の表記

と図面が、左ページは

「備前流三神陽合吹」

の図と推測。 ▶

千葉土佐(千葉家)の歴史 ※森合城主として烔屋を開いた説を基に整理元号西暦

初代千葉土佐誕生(藤沢町史等の記載を基に推測） ※永正年間の生まれの説もある天文12年1543年

森合城主在任中に布留兄弟を招聘、烔屋を桃生郡に建設(葛西晴信の命を受けてとも言われている)。

従事者は土佐・伊賀・肥前・飛騨・勘左衛門・駒吉・越中の７人。※製鉄を始めた時期は明確ではなく、

布留兄弟が招聘される前から在来の手法で行っていたという話もある。

永禄１1558

隣村の米谷城主・西郡城主に森合城を攻め取られ、６月に落城。歌津に逃れた後に狼河原(東和町米川) 

に移り、製鉄を始めた。以降、２代目土佐と烔屋経営に専念する。※初代は41才、２代目は14才。

天正121584

奥州仕置きにより葛西家没落。※初代土佐もこの年に死去(供養碑からの推測)しているが因果関係不明。天正181590

布留兄弟が製鉄に適した場所を探し、大籠村の千松沢に定住(千松兄弟の誕生)。文禄元年1592

狼河原村の４カ所に烔屋を開いたとともに大籠村の３か所にも烔屋を開設(大籠村の左沢屋敷対馬(但馬

の息子)が製鉄技法を伝授)。土佐らに加わり、烔屋八人衆の誕生。

慶長年間(初頭)

岩出山城に荒鉄1600貫、大阪城に軍用鉄・鉄砲鉄計2400貫を送る。

この年から、生産された荒鉄の出荷状況等の記録が残る(慶長～明治)。

慶長３1598

首藤(須藤)相模と土佐が京都へ。鍬造りの許可を授かる。大籠へ戻り、仙台領内にて鍬造り開始。慶長年間(後期)

２代目土佐一家が「月山屋敷(東和町米川)」から現在の「検断屋敷(藤沢町大籠)」に移り住む。寛永年間

キリシタン弾圧により大籠村のキリシタン300余人が殉教。 ※寛永17年も合わせて寛永161639

２代目千葉土佐死去。 ※２代目土佐の墓碑から推測寛永181641

４代目利左衛門が「御山守」に任命される。寛文２1662

７代目市左衛門が「大天秤流烔屋」の名を認めるよう御山下代佐藤善十郎・及川与治助に懇願。天保５1834

荒鉄5,000貫を生産。 ※今回の調査で記録が確認できたのはこの年まで明治４1871

東上沢(東和町米川)沼倉専助氏旧墓地で初代土佐の供養碑を発見。昭和541979

「大籠キリシタン資料館」に展示されている鍬(藤沢町大籠・佐藤信一氏蔵)。

二代目千葉土佐らの鍬鍛冶技術により大籠で造られた鍬には「菊一」「菊

上」の銘が刻まれている。この鍬には「菊一」の銘が。

同じく「大籠キリシタン資料館」に展示されている「千

松大八郎」をイメージした像。キリシタンだった「千松

兄弟」は、製鉄技術(南蛮流製鉄法や天秤流)とともに、

キリスト教も布教した。なお、千松兄弟については、実

在していなかった(別の人物に架空の人物を当てはめた)

のではないかという説もある。

実実実実はははは「「「「謎謎謎謎」」」」だらけだらけだらけだらけ
＝＝＝＝歴史歴史歴史歴史ロマンロマンロマンロマン満載満載満載満載！！！！


